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《 国産大豆 》 
６月落札率さらに低迷 

 平成２０年産国産大豆の６月の入札結果が、日本特産農産物協会から発表されました。それによる

と、上場数１５，７１７トンで、落札が２，４２２．８トン、落札率が１５％という結果となりまし

た。１９年産と比較すると落札率、平均落札価格とも低くなりました。   

（前年６月の落札率は５６．１％、前年６月の平均落札価格より６０ｋｇ／４８９円安値） 

 また、５月と比較すると、落札率は、１．４ポイント低下し、平均価格は、６０ｋｇ／８８円安くな

りました。 

しかしながら、銘柄によっては、前月よりも高くなったものもあり、主な品種では、宮城大粒あや

こがね（６０ｋｇ／６７円高）、福島大粒タチナガハ（６０ｋｇ／２０円高）、北海道大粒とよまさり

（６０ｋｇ／４６円高）などとなっております。 

  ６／末時点での２０年産大豆の入札状況は、集荷量２０万４，０１３トンに対して、下記の通り１

万９，９３０．７トンの落札数量となっており、落札割合は９．８％にとどまっております。（計画と

しては３３．７％） 

この状況に対して、全農では、９月まで入札を延長する方針を明らかにしております。 

 

     入札月     上場数量         落札数量     落札率            

１１月      ８３１．６ｔ      １５８．４ｔ   １９％ 

１２月    ４，６４２．４ｔ    １，２６６．２ｔ   ２７％ 

 １月    ５，７２９．２ｔ    １，４１５．５ｔ   ２５％ 

 ２月   １４，４３０．８ｔ    ３，２００．５ｔ   ２２％ 

 ３月   １６，９２４．２ｔ    ３，６０８．１ｔ   ２１％ 

 ４月   １７，７１６．８ｔ    ４，６５８．１ｔ   ２６％ 

 ５月   １９，４６０．９ｔ    ３，２０１．１ｔ   １６％ 

      ６月   １５，７１７．０ｔ    ２，４２２．８ｔ   １５％            

累計   ９５，４５２．９ｔ   １９，９３０．７ｔ   ２１％  

 

２１年産大豆生産計画 

７／２に国産大豆協議会が開催され、全農と全集連の２１年産大豆の生産計画が報告されました。 

それによると、作付面積は、前年並の１１万８，７２４ヘクタール。集荷見込は、単収を平年並み

とした場合、５％減少して、１９万５，３４５トンの見込みとなりました。作付面積については、一

部で大豆から主食用米、飼料米への切り替えが見られたものの、全国の面積には大きな影響はありま

せんでした。集荷見込については、２０年産が豊作だったことをうけて、２１年産を平年作と見込み、

減少見通しとなりました。 
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《 トピックス 》 《 トピックス 》 
弊社の平成２１年産大豆契約栽培先である青森の 弊社の平成２１年産大豆契約栽培先である青森の 

ＪＡつがるにしきたＪＡつがるにしきた農協から播種作業の状況報告が 

ありました。 

６／１９に播種、施肥作業をしているところです。 

品種は、納豆として加工適性良好なオクシロメです。 

     

 

《 北米産大豆 》 

大豆生産高減少 

アメリカ農務省は、６／１０に‘０８／０９年産の世界の大豆生産予想を２億１，０９１万トンと

発表し、前回比０．９％減産の見込みとなりました。これは、アルゼンチンが２００万トンの減産見

通しとなったためです。 

また、‘０９／１０年産も、２億４１６７万トンの生産予想となり前回比微減（５万トン減）の見通

しとなりました。これは、主要国は据え置きの数値となっているものの、ウクライナで減産が見込ま

れているからです。 

 

米国大豆作付面積増加 

 アメリカ農務省は、６／３０に‘０９年産米国大豆の作付、収穫面積予想を発表しました。それに

よると、作付面積は、前年比２．３％増加の７，７４８万エーカーで、３月の意向調査よりも１４６

万エーカー増加しました。また、収穫面積は、前年比２．６％増加の７，６５５万エーカーとなりま

した。これは、春先の多雨で作付が遅れたものの、旧穀在庫のひっ迫、相場の高値安定が影響したも

のと思われます。             （１エーカー ＝ ０．４０４６８５６ヘクタール） 

 なお、‘０９年産米国大豆のＧＭ大豆（遺伝子組み換え大豆）の作付予想比率は、前年比１ポイント

減の９１％と見込まれました。 

 

《 中国産大豆 》 

大豆輸出関税を撤廃へ 

中国政府は、昨年１／１より中国大豆の輸出に課せられていた輸出関税５％を７／１より撤廃する

ことを決定しました。その通達が中国沿岸部、内陸部の税関に滞りなく行き渡るには、数週間要する

ものと思われます。 

今回の措置は、海外需要を満たすことが目的であるとして公表されておりますが、中国における景

気対策の一環であり、対外貿易の促進をはかるとともに、国内の景気回復の足掛かりとしたい思惑が

見て取れます。 


